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	４. 2020年の提言に加えて、注意すべきこと     　 　　８
	２.１. 提言後の３年間で進んだこと
	２.１.１. 教育データ利活用の機運の高まり
	この３年あまりの間に、COVID-19感染拡大に伴ってデジタル技術の必要性が広く認識され、利用が促進され、ビッグデータ・AI技術の発展は著しく進んだ。また、デジタル・トランスフォーメーション（DX）についても広く浸透し、国においてもSociety 5.0を実現すべくデジタル庁が設置された。OECD、ASSISTments0F 、九州大学のような大規模な例[2]に加え、文科省教育DX・実証事業などの予算化[3]に伴い小規模な学校でも教育データを用いた授業改善の例が積み重なり始め、個々の変遷を踏まえ...
	また、GIGAスクール構想によって実現した１人１台端末の環境のもとでは、従来では不可能だった量と質の教育データが収集できる。このことは、従来の教育的知見や理論を吟味して発展させることや、光を当てるのが困難であった教育の対象・活動・課題についての新たな抽出・検討に繋げうるが、この可能性は、研究者・教育現場の教員など様々な立場に認識されつつある。
	さらに、匿名化による教育データの共有と、その意義の浸透も進んでいる。教育データの分析技術の普及を目的に、2020年にはSIP教育データ解析チャレンジコンテスト、2021年には一般社団法人エビデンス駆動型教育研究協議会1F が設立され第１回教育データ分析コンテストが、教育・学習支援システムを利用したログデータを共有したコンペティションとして実施されている。
	２.１.２. 2020年提言の要点(A)-(D)における進展
	前提言(A) 学習データの種類と教育改善のための利用においては、教育現場において新型コロナウイルスによるオンライン教育の検討や実施が幅広く起き、教育DXの必要性が浸透した。内閣府の教育再生会議が教育データ利活用を政策として含め、文部科学省、経済産業省、総務省は各々の立場から事業を進め、デジタル庁からはロードマップ[3]において教育データの種類や利用方法が整理されている。それらは、「教育・学習は、技術に優先すること」「最新・汎用的な技術を活用すること」「簡便かつ効果的な仕組みを目指すこと」「安全・安...
	前提言(B) 学習データを収集・利活用するための制度設計に関しては、文科省の教育データ利活用に関する有識者会議において、教育データの収集方法や管理方法に関する議論が進められている。令和５年３月には、初等中等教育の公立学校における教育データの取得や管理に関する留意事項がまとめられた「教育データの利活用に係る留意事項」2F が文科省から公表された。また、近年の著作権法の改訂やSARTRASによる運用など、著作権に関する制度の社会への浸透も進んでいる。
	前提言(C) 学習データを収集・利活用するための情報環境の整備に関しては、教育データ利活用の大前提である１人１台端末の情報環境や、その通信環境の整備は、小中学校のみであるがGIGAスクール構想によって劇的に進んだ。また、文部科学省ではMEXCBT・アンケート調査ツール(edusurvey)が開発されるなど、全国レベルでの教育のデジタル化が大幅に進んでいる。さらに、深層学習やChatGPTなどのビッグデータを用いたAI技術の教育利用も進展している。
	前提言(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成に関しては、教育データ利活用を担う組織や人材も、国立教育政策研究所に教育データサイエンスセンターが設置され、現場の教員への研修が計画されている。教員養成の段階においても教師の ICT 活用指導力充実に向けた取組の中で教育データ利活用が紹介され始め、岡山大学においては教育・データサイエンス学位プログラムが教育学研究科に新設される予定である。また、データサイエンス教育自体の重要性が広く浸透し、文科省の「数理・データサイエンス・AI教育認定制度...
	２.２. 2020年提言において、まだ不十分なこと
	２.２.１.前提言(A) 学習データの種類と教育改善のための利用について
	教育データ利活用は第一義的に学習者が最大の受益者であり、教師一人一人が主体的に自らの力を教育に活かせなければならない。そのため、個人情報保護や、データによる推薦や提案による決め付けや押し付けの回避のような原則の元、自らに関わる教育データに安全・安心な形で自由にアクセスでき、最新・汎用的な技術による簡便かつ効果的な仕組みが図られなければならない。文科省やデジタル庁のロードマップにおいて、これらのような教育データの種類や利活用の目的の整理は進んだが、実行に移す点では不十分であると考えられるため、本分...
	２.２.２. 前提言(B) 学習データを収集・利活用するための制度設計について
	(１)教育データへの当事者によるアクセスの確保
	一般的に、公教育から得られるデータが特定の企業だけを利するべきでなく、　データを提供した学校や自治体にデータを集約すべきである。残念ながら教育データを特定の企業で囲い込もうという動きはまだまだ多く、データを提供した学校にはデータが提供されない例も見られる。企業が参画しやすい環境が担保されながら、当事者である学習者（保護者）・教員がデータへアクセスし、解釈などについて吟味できる環境を維持するべきである。すなわち、まず、学校や自治体に教育データを集約して、一次利用・二次利用できるようにするべきである。
	(２)教育データ標準化の推進
	文部科学省は教育データ標準として、教育データを主体情報、内容情報、活動情報に区分して順次策定が進められている[7]。このうち、どのような学習活動を行ったのかに関する活動情報については、多くの活動について標準化はまだなされていない。学習データの共有や適切な分析のためには、フォーマットや意味を統一するだけではなく、具体的にどのような項目をどのように記録するかを規定する必要がある。活動情報の標準的な技術規格としてxAPI(Experience API)3F やCaliper4F 等の利用が進んでいるが、...
	(３)教育データ収集のための国全体で統一したルール作り
	大学ICT推進協議会（AXIES）は、2020年に提言[1]が公開されたことを踏まえて、大学等の高等教育機関による学習データの利活用を図るため、「教育・学習データ利活用ポリシー」のひな型を策定し公開している[8]。初等中等教育においても、個人情報の利活用を促進するために統一的なポリシーの策定が早急に必要とされる。初等中等教育における学習データは原則として学校などの各教育機関で管理することが望ましいが、現実的には地方自治体や教育委員会等の支援が必要となることも考えられる。学習データの管理者において、...
	(４)教育データの二次利用 　国や自治体における教育政策へのフィードバック、政策立案への活用、また研究利用のために教育データを共有し二次利用することのできる枠組みを構築することは重要である。現状は、国立教育政策研究所教育データサイエンスセンターが提供する公教育データプラットフォームや教育データ分析コンテストなどで教育データを提供するなど、進展は限定的であるが、これらはスモールステップで着実に進める事が求められる。
	２.２.３. 前提言(C) 学習データを収集・利活用するための情報環境の整備について
	GIGAスクール構想を通じて情報環境は大きく改善したものの、学校の無線LANが多数の同時接続に頑健でない場合が見受けられる。また、宿題などで端末を持ち帰る事例もみられるが、家庭環境によっては無線LANが整備されていない場合もあり、公平な教育環境を維持するための十分な支援が必要である。加えて、健康への配慮や端末を適切に使うことの指導についてのサポートは十分とは言えず、合理的配慮への対応も進んでいない。学校外部からの支援体制などをうまく作り、学校本来の教育活動に集中できるようなインクルーシブな情報環境...
	２.２.４. 前提言(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成について
	(１)教員のデータ利活用能力の向上
	(２)教育現場と研究者の相互協力
	教育データ利活用においては、教育学・心理学の素養とデータ科学の技術が必要であるため、これまで以上に教育現場と研究者の相互協力が重要となる。協力の形として、研究者が教育現場の一人としてデータの一次利用を行う場合と、複数の学校設置者から得られた匿名加工データを用いて二次利用の形が主に考えられる。また、初等中等教育の教員が大学にきて教育データサイエンスを学ぶことを通じ、共同研究に発展するような形も考えられる。
	３．2020年の提言に加えて推進すべきこと
	３.１. 2020年提言(A) 学習データの種類と教育改善のための利用
	本分科会の2020年の提言では、学習者が教育を受けたり、学習活動する中で生じる学習データを主な対象とし、その収集範囲を小学校・中学校・高等学校・大学・大学院などの公的教育機関を対象として始め、徐々に広げていくことを提案していた。社会のデジタル化が加速度的に進む中、これらの問題について議論を始めるべきであると考え、本記録では、教員が教育を行う上で生じる教育に関するデータも教育データとして扱い、小中高大の前後である、乳幼児や社会人における教育データ利活用について、メリット等の考察を行った（参考資料１...
	表　学習データ・教育データの活用に関する2020年の提言と本記録の範囲
	３.１.１. 未就学児・小学校低学年
	未就学児の就学前教育や保育の状況、たとえば既に広く流通している保育・育児関係のアプリや、保育所・保育園・幼稚園等における子供に関する活動記録を適切な範囲において、デジタル化との関係について議論を始めるべきである。発達・発育の状況における個人差が大きいうえ、フィードバックの内容自体を本人が理解出来ない場合がほとんどであり、基本的に保護者へフィードバックすることになる。その場合、どのような利点や問題点があるのか、実証実験や専門的な知見による検討を具体的に始めるべきである。これは、小学校低学年についての...
	３.１.２. 社会人
	リカレント教育の重要性に加え、近年、新しい職業に就くため、あるいは今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に適応するためのリスキリングの重要性が指摘されている。これら社会人や企業における学習についても、学習の履歴や学習によって得られたスキルについてのデータを用いることで、企業におけるニーズとのマッチングを行うような就労支援にも学習データ利活用を活用することができると考えられる。一方で、社会人の学習データは企業の利潤と結びついているケースが多いと考えられるため、データの収集や共有などにおいて、学校教...
	３.１.３. 公教育以外の機関との連携
	公教育以外との連携についても、具体的な議論を始めるべきである。たとえば、学習者が同意し、学校における成績や学習状況を学習塾などへ提供することはあるが、教育データ利活用はその連携を容易にする。逆に、学習塾やオンライン教材等における学びのデータを学校に提供することで、学習者にとっての教育効果を高め、全体として学校の教育的な機能を高める可能性がある。公教育以外との適切な連携を実現する制度設計（2.2.3）や、ログデータの流通を実現する情報環境（2.3.2）において議論し、公教育と教育関連企業の相互作用に...
	３.２. 2020年提言(B) 学習データを収集・利活用するための制度設計について
	データの名寄せについて技術・運用面において十分に検討し、その概念・意義と必要性を教育関係者に広く浸透することが求められる。
	各教育機関が（不可逆に）匿名化を行った場合、データの名寄せは不可能になり、機関を超えてのデータの連結ができないため、長期的な視点による各個人の状況に合わせた教育改善の取組は難しい。たとえば、ある市の教育委員会が中学３年生に対して長期的な視点で何らかの施策を取ったとき、その施策が適切な効果を生んだかを評価して次へ生かすためには、子どもたちを追跡調査することが必要である。しかし、たとえば各学校の「ユーザー情報」の部分を破棄してしまうと、長期的な視点から、施策がどのような子どもには適切・不適切であり、...
	３.２.２. IDの連携と管理体制について
	上記の議論から、学習者のIDや個人情報を国の機関が一元管理すべきでないと考えられるが、教育に関するサービスを一括して提供する特定の企業が、結果的にID管理を独占的に担う事態も避けるべきである。公的なインフラとして学習者個人ID、公教育データプラットフォーム、私教育データなどを連携させ、データの名寄せを行う制度と仕組みを用意することは技術の進化ででき、学術的にも社会的にも意義がある。また、名寄せによる長期的な学習データの収集と利活用を考慮したポリシーについても検討する必要がある。
	３.２.３.データの適切な二次利用のためのポリシーの作成
	教育データを異なる機関で安心して共有できるよう、教育データの二次利用に関するポリシーを策定し、個人が特定されないための匿名化等の処理を行うこと、データの利用目的を特定した上で、学校、地域の序列化などに利用しないことを事前に規定するべきである。例えば、ルールに違反した場合には、罰則を科すなどの規程を設けることも考える必要があろう。一方で、適切な企業との連携へのハードルを下げるため、学習者のデータを適切に取り扱うための「学習者プライバシー宣言」を作成するなどして、ログ連携を実現するための、適切な制度設...
	３.３.  2020年提言(C) 学習データを収集・利活用するための情報環境の整備について
	３.３.１. デジタル教科書・教材のあり方
	日本においては、デジタル教科書に関しては、数十年前から学校への導入が試みられているが、いまだに紙の教科書が日常的に利用されている。現状では、多くのデジタル教科書のビューアが乱立している状況であり、ユーザー認証やユーザーインタフェースの統一などの問題がある。それゆえ、デジタル教科書上で行われた学習活動のログデータに対する扱いについても議論が不十分である。デジタル教科書・教材の整備においては、教員や学習者の利便性を中心に考えて、ビューアや配信システムについては、様々な規格を乱立させず、標準化を行って統...
	３.３.２. 教育ソフトウェアによるログデータのエコスシテムの整備
	個人の特定の知識・技能を伸ばすためのデジタル・ドリルや、より高次な能力の向上に繋げるためのアンケートを伴うサービスなどが急速に普及しているが、適切な利用許可の下で安全・安心してデータが収集される仕組みが実装され、適切な手続きを踏んだ教育関係の研究者・企業などが利活用できるような社会基盤を早急に整備するべきである。例えば、教育関連企業が提供する教育ソフトウェアが保存するログについては、今後、教育データの標準化に準拠して保存されると考えられるが、ログデータを、このような標準ログと、そのソフトウェアが独...
	３.４. 2020年提言(D) 学習データを収集・利活用するための人材の育成について
	３.４.１. 魅力的な学校現場につながるベストプラクティスの発信
	近年、小中高における教師の負担の大きさが広く知られるようになる一方で、教員の年齢層の偏りに伴う急速な世代交代が進み、学校現場における実践知の継承が不十分な場合が生まれている。このような状況を打破するため、教育データ利活用だからこそ可能なベストプラクティスを共有することはますます求められている。さらに、事例報告を超え、エビデンスとして効果のある事例を共有することも重要である。従来ではやりたくてもできなかった授業を実現し、教育分野の魅力を増やして優秀な人材を惹きつけることを社会全体で目指すべきであり、...
	３.４.２. デジタル技術を活用した社会の実現に向けて
	ChatGPTなどのAI・ビッグデータ技術を教育に適切に活用することを推進することは重要である。特に、教育に限らず、データ利活用において重要なことの一つが、データやAIによる判断に対する「人間の主体性」であり、そのためのデータを多面的に吟味する力である。このような力の必要性は、学習指導要領においても、主に算数・数学の「データの活用」において育成が求められている。加えて、データを多角的に吟味して判断する力の育成が、現代科学の発展において不可欠であった事を考慮すると、科学的態度の育成に直結する可能性が...
	４. 2020年の提言に加えて、注意すべきこと
	2020年の提言では、既存の個人情報保護法等の法令、ポリシーやガイドラインの範囲内で作成したが、社会におけるデータ利活用の拡がりに伴い、既存の枠組みを超えた広い観点から議論する必要性が高まっている。たとえば、様々な分野における研究開発の社会実装時に生じる課題であるELSI（Ethical, Legal and Social Issues：倫理的・法的・社会的課題）は、学習データの利活用においても重要な観点である。JST-RISTEX『科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実...
	海外におけるプライバシー法とポリシーに関しては、現在、世界各国の個人情報やプライバシー保護に関する法規制の基本原則として、OECDプライバシーガイドラインにおける８原則が取り入れられている。EU では、2018年にEU一般データ保護規則 (General Data Protection Regulation: GDPR)が施行され、個人情報の取得における同意などについて厳しいルールが定められている。米国では、家族教育権とプライバシー法(Family Educational Rights and ...
	国内では、AXIESが高等教育機関における「教育・学習データ利活用ポリシーのひな型」を策定している。また、GIGAスクール構想推進委員会は、学習者プライバシー宣言書を策定している。これは学習サービスの提供企業が、学習者の個人情報保護や個人プロファイル等の取り扱いについて宣言するものである。
	憲法学の観点からは、特に教育を受ける権利、プライバシー権、教育の自由についての論点が提示されている[12]。教育を受ける権利に関して、学習データを活用した教育の個別最適化は重要である。他方、学習者の学習権の側面から、その提案内容を本人の意思に優越させるべきではない。分析上は最適な選択でない場合であっても、そのような選択をする権利を保障していくことが必要である。プライバシー権については、学習者の同意の扱いや同意しなかった場合の不利益への対処などの論点がある。教育の自由の観点からは、国や企業が学習デ...
	以上の点などを踏まえ、今後、学習データ利活用技術において注意するべき点を以下に挙げる。
	４.１. データ利活用における透明性の確保
	学習データの利用の際には、データの収集・保存・処理の方法等について、学習者への透明性を確保する必要がある[13]。個人情報保護法では、本人が個人情報の取り扱いについて合理的に予測・想定できるように利用目的を特定する必要があり、個人情報保護委員会が事例を挙げている[14]。学習データを利用した推薦や提案においては、学習者が自ら学習行動を選択するために必要な情報を提供することが必要であると考えられる。この際、学習データの分析方法やアルゴリズム、得られた推薦情報の解釈方法などを、どのように学習者に提...
	データバイアスの観点からは、学習データが適切な方法で偏りなく収集されているか、またデータや分析結果の解釈の方法に偏りが存在しているかについて、教員や学習者が確認することのできるよう、透明性を確保する必要がある。
	４.２. 利用者のリテラシー教育
	教員や学習者が、上記のような学習データの分析における利用目的やフィードバックを理解し、それを活かした学習につなげるためには、利用者に対してデータ活用に関するリテラシー教育を行うような体制を構築する必要がある。リテラシー教育による学習データの分析結果への理解の下で、データに基づいて提案された教育が学習者本人の望むものであるかを判断し、学習者の意思によって選択をできることが望ましいと考えられる。
	４.３. AIの規制
	学習データの分析によって得られた結果をどのように学習者にフィードバックするべきかについても、検討の必要がある。EU一般データ保護規則 (General Data Protection Regulation: GDPR)5F  では、自動化された取扱いのみに基づく判断を受けない権利を定めており、データ主体に大きな影響を与えるような場合には人間による判断を介在させる必要性を求めている。日本の法令にはこのような規定はないが、進路の選択や決定、学習状況の診断などの重大な学習データの分析結果のフィードバ...
	４.４. 生涯にわたる教育データ利活用について
	リカレント教育やリスキリングの必要性の高まりなどを考慮して、公的教育機関より外へ教育データ利活用の議論を広げた時、生涯に亘る教育データ利活用がどのような危険や可能性に繋がるのか、倫理的な観点も含めて検討を始めるべきである。データを生涯に亘って連結することには学習履歴の振り返りや証明、学習計画の立案など様々な利点がある一方で、学習者がそれまでの履歴をリセットして再スタートすることを望むようなケースや、教師に不要な先入観を与えるような履歴が提供される可能性も考えられる。このようなケースでは、学習者...
	５. まとめ
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